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なたちやフイール タ

～散歩での難会議ヽ～ 勝圏 緑

私たちはほとんど毎朝竜田公憂から大和り||へ散歩 (バー ドウオ ッチング)に行きます。散

歩の時の格好は地域のパ トロール隊と書いたジャンパーを着、その腕に防犯の腕章を付けて、

双銀鏡・カメラを首にぶ ら下げています。子供たちの登校の時間なので見回 りも兼ねている

のです。途中出会 う人達 と (犬たちも)笑顔で挨拶 します。飼い主の名前は分からないので

すが、大を通 してのお知 り合いです。「ポチのママ」「レオちゃんのおばあちやん」「ごん

た1「 ビク」 「マ ジちゃん」 「コジロウ」等々いつぱい。以前に

「コジコー」だ !ナ が雨の中をうろうろしていました。 どうも家

から抜け出したようでした。早速役場で聞いてやつと飼い主

さえノに巡 り合いま した.

飼い主 さんの姓 |ま 「佐々木」で犬の名は漢字で 「小次郎」

だつた と分か り後で大笑い,こ んな出来事 も掲示板やブログに

書いています。

掲示板は家が公園のギiな ので、子供たちに見てもらお うと

始めたのですが、今では大人の方が多いよ うですこ

ブログ(タ イ トル「斑鳩より爾々の記録」)|ま 始めた頃、反応が分からないため、やつばり、

掲示板がいいなあと思つていました.それが、弔|っ 越ヒ́て行つた方からコメントが入つたり、

音の友達が見ていてくれたり、この頃更議してないけど元気ですか?な どのメールが入つた

り、旅で知り合った方が見て下さつたりとこんないいこともあるのです。

長年歩いていると、人や犬だ:す でなく環境にもいろいろ変化があります。楽しいことばか

りではありません。でも、いろいろなつながりを大切に、今後も歩き続けたいと思つていま
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癸鰺鼈塁瘍螂

2月 12日 のブログに載せた題 (伸良し)の写真です。 (電線に止まった右スパメ
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2爆 例会 鷺琶麟探鳥&ザゼンソウ 小馨 久美子

2,弓 25澤 (水 ) 参鷺者 27名  観察鳥 39種 3

心配 l´ た極に合 うこともなく沢 Li長 の鳥たちを観る

ことが豊来ましたc冬鳥を観るには遅い準程と暖冬

とが重なり、北紀行がはじまつて侮体数が減ってい

まし7■ が.レ ンジャーさえノのお話とリアルタイムの

拡大義塚とで、良く半:つ て頂 :す たかと思います。

1)う 少 しY^か つたら、コダチ
=す

の群れも多く、その中

エアメ,キコノヽ夕|ョ ウがいました。オがシ、クロデ|、 /ヽラサギ、アキツシザモ・・・。 と飲張れば切 りがありま

せん。 その暖かさが幸いしてザゼンソウは最盛議に出会えたのですからc

《参驚者の感想》たくさん書いていただきありがとうございましンた。掲載は一部です。

讐入会 して初めて探鳥会に参なしました。いつも琵琶藩岸を車で走りながら、漠然と冬鳥

としてながめていま tン た。それぞれの鳥 :こ え、れながら冬鳥の持つ特色をじつくり学べまし

た。特 :こ 文様の美 しさが′きに残 りました。与えられた運命のままに一生懸命生きる姿が美

しかった。寒い中に咲く座禅草にも魅せられました。 岸谷和代

讐いつもながら小翼さんの楽 しい話が聞 |す あつとい う間の一 藤で した。 この目を楽 しみに、

水辺の鳥ハン ドブ ックで予習 してきましたが一 要見て特徴を提えることができず、スコー

プを見てもウーンと首をか しげることばか りc今 轟の経験を生か し、もう一度ハン ドブッ

クを見て勉強 します。見分 :す のつ く水鳥カワウ。オオバン・ヒ ドリガモ・キンクロハジロ、

オナガガモ収穫あり ! 平井志津代

☆お天気がどうなるか と心配 していましたが、 うまく雨が 11んでよかつたです。水鳥セン

ターは 5年ほど前にコハクチ ョウは見れ ませんで した。今 日はその時の′き残 りを見ること

ができて しかもタゲジまで ,。 大満足で した。座祥草は全 く初めてで しかもこんなにたく

さん観ることができてよかつたです。稲浦永子

賛雨も上がり、久しぶりの鳥見1)沢 illの 鳥た

ちに会えて楽 しい会でしたa最後の座禅草も

珍しく、スケッチ倶楽部桝会の土産話ができ

ました。 柳原斉二

☆なかなか鳥の名前が覚えられないが、今回

オオバンカンムリカイツブリ。オオヒシクイ

タゲリ等が分かるようになつた。これからも少しずつ覚えていきたいです。  永井幸次

☆中身の濃い鳥の観察会でした。ヒドリガモ 。オナガガモ・マガモ・コガモ 。キンクロ・・

顔と為前が一致できました。コブ白鳥を見ることができました。 ノヽ長護ハノン

☆野鳥観察のノウハウを学ぶにつけ、今まで無関心だった分野に大いに興味を持つように

なりました。 「水鳥の波間に浮かぶむつまじさ」

**写真はいずれも弓場 さん 提供 **

2

鈴木末一



湾茉ン妙幣 アしま骸た ノノ

かねてより進めてまい りました奈良市忍辱田「国有林の「徐伐など整備作業」第二区画 (ち

班東海自然歩道添い およそ 1.5ha)力 こ`の 3月 17日 の作業で完 了しました。参加塔 13

名一明石、板橋、り|1井、小森、塩本、寺田、中爆、占川、森、守日、安川、弓場、Ftrlttc

4月 のような場気でお昼には気温 豊8度にもなる暖かい穏やかな爾でした。直系6()cmほ

どの枯死マツの大本を、切り倒しン最後の作業としました。平成 16年 3月 12轟 に開始しま

して、ちょうど5年間になります。 3区画およそ4haを事毅なく終了できたことを感謝

しました。擁るくなった林床に穏やかな日差しが射 し込んでいます。午後全員が、ゴミ袋

を片手に一月、研修などまたの再会もあることでしょう。

これまで多 くの音様のご参爆あ りが とうございました。

お義譲ゝさんまま羹へ乗躍誓まこ

中燿 進

おじいさんは山へ 柴刈りに、おばあさんは川へ洗たくに …・… 、昔話の常とう句です。

だから私も お じいさんになつた今、柴刈 りに憧れます。 しか し今は、どこにも「柴」を

必要としない社会になりました。おかげで柴に火をいつけるマッチも身近にありません。

あれだ|ナ 品数のあるホームセンターでも、「マッチ」を探すのは、一苦労です。

物の自由化、金の自由化、人の自由化のおかげで、誰が日本人かわかりません 1/、 コメ

だけでなく、本も売れなくなりました。

lL歩 きをしますと植えつばなしの間伐されていない  「おばけ」も出るのもあきらめる

ような暗い森に出くわ しますむ「奈良 。人と自然の会」が、間伐・徐伐の勤労奉仕されると

いうので、私も喜んで参加させてもらいました

忍辱山円成寺一帯の国有林―東海自然歩道を中心として、「寺田リーダー」のもと、五年

間 月 2回のペースで作業をしました。ヘルメット、ゴーグル、笛が 「のこぎり '銘」と

ともに之、需品です。二人でチームを作り、声を掛け合いながらの作業です。はじめは円成

寺の駐車場を借 りていたのですが、どうも正式に借 りていたのではなかったようで、ある

日お寺の方が怒鳴 り込んでこられ、ボランティア作業といつても維持していくことの難し

さを感 じたものでした。

昔、風呂の焚きつけに使つた 「オガクズ」というのは、大鋸 (オガ)く ず のこと、本

端微塵 (コ ッパミジン)コ ッパ役人というのは 「本の端J(コ ッパ)か らつ来ていること等

生活と材本の深い関係なども、あらためて知 りました。秋 。冬は、弓場さんの作つてくれ

る「ふかひれスープ」も楽 しみでした。

皆さん あまり60歳以前の職業については、話されませんが、それでも時どき昼休みに

話が出て、作業服から思い浮かばないネクタイ姿が、垣問見えることがあります。薬剤師

で全国各地の病院をまわっておられた人、シカゴに長くおられた人、鉄鋼マンとして活動

された人、百貨店の人、呉服屋さんの人、国家公務員の人、皆さん 30年、40年 と一家を支

えて苦労をし、今、無償の労働をしておられます。

今回、 5年を一区切 りとして与作の作業を休み、里離1作業に集中するようです。

また 「チャンスlが あり、体が動くようであれば参加させてください。

(阿部和生 )
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うや 画ジェクトロジボート Z鶴

2月 28雲 (土〕晴 参爆者 42名 (内 実習生 6名 、菜の花プロジェクト11名 )

A地区工:林の巽伐、笹刈 り、観察路整備、ジャガイモ植付け、学びの広場整備

・春本番を思わせる暖かさ。A地区は侵入竹林の整備がほぼ終わうて、峰裾の笹のメ瑾払いを

進めて 3月 の完成を目指す。燿作業は、ジャガ芋の植付け。メークイーンなど約 300本 .

早めに畝作りと施記をしていたから、6月 の収穫が楽しみである。

・菜の花プ 1・ ジェク ト」の作業は草取りと土寄せ。早く{)花茎が立ち上がっていて、作業に

1)熱がこもる。メンバーは春の馨差 しの中で、楽しそうにお しやべ りをヒ′ながら手ア、オ1に

離む。中々、いい雰理気である。

・シ大からの実奮生受入れは、今 1層 が最終理となるc参加者は延べ 54人に達した「 それな

りに「ならやまJに魅力を感 じた実習生 t)多かつたようで、21年 3月 の卒業生で、当会

への入会を希望された 15名 のうち、実習体験者は 11名 に上っている。

・先週、溜池復原のためゲ)水張リテス トを行なったが、漏水が甚だしく、このままでは使え

ないことが半:現 した,池の底を修復 した上で、再チャレレジする予定〔

DE地区の観察路 |ま 新ルー トの整備が終わり、今回:ま 必要な案内板を設置した。懸案の管

易 トイン2基の設置も基礎地ならしが完了。(3月 3匿 、搬入・据付完了}

3月 7日 (土)晴 参加者 61名  (内 メンバー 25名 、イベン ト参加者 36名 )

公開イベント「やつてみよう しいたけ作り」 (奈良市教育委員会後援)

。前日の雨も上がり、絶好のイベン ト田和.参カロ者は、児童 23名保護者 13猛計 36名 .

前日までに整備 した 「学びの森」がシイタケ菌打ちのメイン会場となる。

今回のイベン トでは、会員の平井さんを中心に、新 しく入会された 4名 のフレッシュ ,メ

ンバーが担当。スケジュールは、午前中が椎茸の菌打ち、豚汁の昼食、午後は里由に入つ

てのネイチャー・ゲームと続くが、参加者の興味と緊張感を途切らせることのないように

I夫 されていて、参加者には充実した一日となつたようだ。担当されたメンバーの方が、

事前に綿密かつ周至1に準備された成果であり、ご努力に敬意を表 したい。

・県の手酉こで a地区の田圃と湿地に トラクターが入る。ここでは、4月 以降、田圃と、

ビオ トープ作 りを進める。林、圏畑、湿地などの里山全体をビオ トープと見ることも

出来よう.素晴らしいフィール ドに恵まれ、インフラの整備、頼もしい新会員多数が

参加され、「ならやまプロジェク ト」はさらに進化する。  (古 川 祐司 記)
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な らやま里曲林 プ″ジェク ト「維茸栽培 体験」 郵 鏡 τ

渡辺 由紀
3月 7日朝 9時半、少し緊張して待っている私達に子供らの笑顔が近づいて来ました。今

日1ま待ち:こ 待つた椎茸栽培体験の日です。私達とは昨年6月 に奈良県林政課が主催する森

林環境教育指導者研修を受講した、森用さん、平井さん、和田さん、港さん、渡辺の 5人
です。既に奈良 。人と自然の会の会員としてならやまプロジェクトで活動していた平井さ
んを通じて、会長の阿部さんから声をかけて頂き今回の椎茸栽培体験が実現しました。体

験プログラムの検討、案内状の原稿作り、説明資料作り、子供達への参加の呼び掛け、研
修当日の役割分担など必要な準備は山ほどありましたが、日常の仕事とは違った楽しみが

ありました。

体験の大切な準備である原木になるこならの伐採、玉切り、椎茸菌の購入、奈良市教育

委員会の後援申請、 トイレの設置などは、阿部さん、古Jliさ んを始めとする会員の皆さん

の二ヶ月以上にわたる作業のおか:ずで順調に進み、体験の日を迎えることができました。

さあ、推茸栽培体験が始まりました。集まった小学生、幼稚園の子供達22名 とお父さん、

お母さん達 14名の計36名の参加者を前にして、もう緊張してしヽる暇|ま ありません。会

員の皆さんの積極的な協力を得て、午前中:ま ドリルを使っての穴あけ、駒うちとプログラ

ムは進みました。そして昼ごはんには手作りの温かい豚汁に舌鼓。午後は子供達はネイチ

ヤーゲーム、お父さん、お母さん達は自然観察。子供たちの伸び伸びとした自然な反応に、

指導する私たちは驚かされてばかりです。楽しい一日:まあっという間に過ぎていきました。

そして心配した事故もなく、来た時以上の笑顔で手を振りながら帰っていく子供達を見送

ることができました。

このような楽しい経験を得る機会を与えてくださった阿部会長をはじめ、会員の皆さん、

本当にありがとうございました。

私達全員が奈良・人と自然の会に入会しましたので、これからは皆さんの一員として一緒

に活動させて頂くことになりました。どうぞよろしくお願いします。     _  ヽ

*ならやま里 曲林 花 だより *              林 令子

3月 7日 (土)ナノハナ、ジンチョウゲが咲き出しました。山にはクロモジ、ヒサカキが咲しヽています。
野で1まヒメオドリコソウ、ホトケノザ、ナズナtオオイヌノフグリ、タネツケバナ、オランダミミナグサ、コハコ
べ 等が競い合つて咲き、ツクシンボも遅れじと顔を出しました。

*な ら山の鳥たち・ 3月 *

寒暖の変化が大きな季節の変わり目、川瀬支部長は風邪でダウン.他の方も体調を壊さ

れ,た のか参加者 3名 での観察となりました。ギャラリーが少ないと鳥たちも張り合いがな

いのか静かな観察会でした。でも観察後一時間の作業中に、菊川 さんがオオタカらしき鳴

き声を聞かれています。セグロセキレイ、ジョゥビタキ、モズもちゃんと出て来たようで

す.4月 からは夏時間・7時からの観察になります。 1早起きは 3文の得」振つてご参加下

さい。

小田 久美子

なら曲里曲林重″観察レぶR― ト



*ラ安 ら べい まヽ に >犀己 聾ミ 一́ 一 一 一 峯萎 *

菊り:i年明

場春が巡つてきました。成虫で越冬していた昆虫は次々に飛び塞してきています し、蛹の姿で

越冬していた昆虫も次々に羽化して姿を現しています。

よく目につくのはやはリチョウ類です。ならやま周辺で成虫で越冬していたのはアカタテハ・

ヒメアカタテ′ヽ ,キ タテハ 。ル リタテハ・テングチョウ・キチョウ・ウラギンシジミ,ム ラサキ

シジミなどです。また、蛹で越冬し、どんどん羽化しているチョウはアゲハチョウ。キアゲハ 。

モンキアゲハ・ナガサキアゲハ・クロアゲハ・アオスジアゲハ 。モンシロチョウ 。モンキチョウ

などです。

問もなくベニシジミ'ツ バメシジミ。モンキチョウなども現れます。 4月 中旬になるとツマキ

チョウが現れます。ツマキチョウはモンシロチョウを少 し小ぶりにしたような票の大部分がほぼ

彙いチョウで、オスの前羽の先端にオレンジ色に彩られた部分があります。少しの風にも流され

るように弱々しくひらひらと飛びます。出現難問は 2週間くらいの短期間です。モンシロチョウ

と紛らわしいので気づかれないことが多いのですが、花に止まつたところが見られるとたいへん

可憐なチョウだということが実感できます。タンポポの花によく止まります。

チョウの仲間で年に何園か発生を繰 り返す 1)の (ア ゲハチョウ・ベニシジミなど)にまま春型と

夏型があります。春型は概 して小ぶりで色鮮やか、夏型は大ぶ りで色彩の鮮明度が劣ります。

その他の昆虫ですが、花にはクマバチ 。マルハナバチなどのハチ類・ハナアブ類、ハナムグリ

。小型のカミキリムシ・カミキリモ ドキなどの甲虫類がやってきます。草むらでは成虫で越冬し

ていた小型の昆虫を目にすることができます。ナミテン トウ・ナナホシテン トウ・ヒメカメノコ

テントウ 。ヨモギハムシ・イタドリハムシ・カミキリモ ドキなどの甲虫類、ナガメなどのカメム

シ類、キリギリス類の幼虫などが集まります。

地表にはきれいなす ミハンミョウも姿を見せます。 トンボの仲間ではサナエ トンボ類が現れま

す。サナエ トンボは稲が早苗のころに現れる トンボということでその名が付いたということです。

シオカラ トンボもll「4て きます。

5月 になるともう昆虫のオンパレー ドです

が、このころの昆虫は多くが小Filの 目立たない

ものです。そのうちに松林でハルゼミが鳴き出

し′、そして初夏を迎えます。

子供たちに人気のあるカブ トムシ・クワガタ

ムシ・セミ・ヤンマ・バッタなどが現れるのは

もう少 し後になります。

(写真はツマキチョウ√)オ スで、前羽先端の黒い部分の中の丸い部分がオレンジ色です。)
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子孫から借りている自然だから 鈴 木 末
―

生命の惑星、水の惑星とも呼ばれている『地球』.そ の美 しさを、宇宙船ボス トーク号

3KA‐2(ボ ストーク l号 とし/て 知られる)で人類で初めて宇宮へ素び出した :轟 ソ連のユーー

リ。ガガージン少生が、 「地平線が明るいオレンジ色になり、青、灰、すみれ、黒と、段

々とニジのあらゆる変化を見せていた」という手記を書いてから50年余りが経過しまし

た。その間、数百人の宇宙飛行士が、それぞれに宇宙か F〕 見た地球の美 しさを感 じとり、

様々なメッセージを残 ヒ́ています。その中から、宇奮的視野で地球環境を考える「宇宙船

地球号Jの思想が生まれました。

日本人で初α)宇宙飛行士であり、世界で初めての宇宙特派員となった秋重1豊寛さんは、
「やっばり青いですね」と伝えてきました。地球を一風しながらの感想でした。 「やっぱ

り1と いうのは、ガガーリン少性の手記『地球の色は青かった』の中の 「まるで宇富に浮

かぶ青い真珠のようだ」を思い出しての言葉だと思います。穏やかな大気、恵みの輛、す

べての生物のち、るさとである海、生命の楽園である熱帯雨林、このような宇宙のオアシス

というべき地球を作り上(ず ている環境資源が、ヒトというわずか一種類の生物のために、

いまや11命 を育む源からそF様
=を

一変し、悪

`こ

の一途を連りつつあることは、誰セ)が認

識 しているところです。

理番

'の

学習のまとめとして、環境問題について生徒たちの意識がどの程度まで高まり、

蘭心を持っているだろうルヽという狙いで『毒然と人間とのかかわ |:』 とヽヽうテーマでリボ

ー トを提轟して t)ら つたことがあけますこ どのリポー トから()、 真倹!な眠差しで環境問題

に立ち:莉 かお うとする姿勢を読み取ることができました=そ の一部を紹介 してみますと、

ならやま里山林のイベン トに参加する多くの子供達が、 「子孫から借 りている自然だか

らJを 合い言葉にして、環境保全についての意識を高めてくれるとともに、ロマンに満ち

あふれた史実をひ t)と いていつてくれるきつかけになればと願つています。

百間は一見に如かずc百見は一体験に如かず。 「継承」という二文字の重さを感じる日

々です。

く躍きこσヽ議t猿顎ヨ〉

ネヘのいざない 本 Oll,ネ辞

え上げる空の蒼 ι゙こユがる●・ 羅にけ嵐にも似た雪煙が6く 奔い拡がり

霞の十きネの島が飛びよヽヽ手争旬夕峰のよ瞼がネのカオtに顔れまころぼせる

え声き上げた雛の餌を簿 tて き違いながら視島がコンニチワと鉄ガとすると

え下ろす'1々
の畔陽だネ彿参びてきらきらえるホの流イtに鳴の視子ll毬か遠く

凰量る春にはぐ登の嘔と雪夜の 2ヽ3が給嘔で澄んだ空気も昔とになった

″ ′″ ′″ ′
～

ノ″ ′″ /″ ′″ ′″ -1

ミ

ミ

あるインデ ィアンが許った言葉に、「この自然は、祖先からもらつたのではなく、子孫

から借 りているのだ |があ ります.こ の言葉を常に頭に置いて、未来′)地球を守る方法を

真剣に考えていかなければな りません。どんなに小さなことでも実行 していく時期にさし

かかつていると思います。′チ、間の知恵を破壊へ使わず、森林を守 り広 |ザ ていくことに働か

せていきたいものです。 ・・・

「保全は身近かな点検から,と いう言葉をよく耳にします。まさに今、私たちの身の回

りに環境問題がは1積 しています.世界各国で t)環境保全のための施策や事業が、色々考え

られ′取り組まれ,て います。しかし、環境の問題 :ま 、地球上の人々が、それぞれ自分自身で

環境の悪化を感 じない限り、世界規模での解決 |ま できないので1ま・・ 。
3
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思いでの記

里曲棒の特たちとお局さん 〈I)
′;1井  秀夫

07'春。幹事会の結■lこ メ:ヽ嶺 敏聾 氏より、黒奮地の景観整饉作業の議報が寄せられ

話は トントンと進み、曇会が受話する事となるょ
=保

台・奈良級に跨 ぐ7haの 技置さ

れた集有地が対象域となり、由地・ 燿地・ 草地・ 竹糠と、構機と1ま 一味違 う平重な地

に里襲:風景が広がりを見せ活動の場となる。

今轟は議についたばかりの地に、回想を追 うほどv~J豊き難的経過も無 く、活動現場の

入物群像を私の視点で紹介 したいと思います。失礼の点 4ま お許 しを。

古;::裕 司 氏 (現 幹事 )。 この方と会ったの :ま「いこま機醸クラブ」で竹炭の焼

華炉の建設現場だったと記憶する。なかなかの理論家で、自説を曲げないやや棗菫な

ところは、こ2)方 の信念とチ1信 の現れとも。妙に説得力があり、柔毅な雰爾気に呑み

込まれ,る のは人徳の為す瞬以でしょう。

翌菫:林 に、キヽち早く「ならやま里 :!;諄 PT」 を立ち_Lけ 、自らGMと し′て指導力

を発揮 して嚢いている。経を愛 し全通でもある、その博議振 りに敬畿 しております。

=甚 保台の住宅地域から参藝して禁いて羅る水本 違葉 氏 (現幹事)平井 隆造 氏

ご夫妻、塩本 場也 氏。地域住民の懸け橋として心強 く大寺ヽに期待致 してお吟ます。

塩本 氏は六尺豊かの偉丈夫。 L独 仕事グループで存在感を発揮されており、黒沢 奏

「 む人の特」の三船 敏慶5扮する `磯 千it,を祷篠させる助っ入とお見受けする。

鳥井 繁夫 氏 も異色な方である。いつもチェンソーを li・

:子 に観伐に裁力を発揮、寡

黙な入構と諷貌に「三要の侍」の長F]勇 が槍を持ち替えた剣客の姿を想像 しており

ます。 一寸と古キヽかな。

この他にも錮性豊かな方が多く、黎圏遍轟の先達 森 英雄 氏、曇」好きの新入 安
'I:

穆男 氏、竹本 雅昭 氏、笹叢の整饉にXllり 払機を 心́に駆使する Ⅲ■爆 進 氏、畑地

では ミニ テーラーの操作も板についた古 1:ζ 浩 氏、マイ畑に余念のない長老 樋圏

善雄 氏、黙々と佐々本達裕 氏、田中 暉英 氏 ら・・ 0。

異色と言えば、菊ナ:l年 明 氏。昆虫少年の面影が残る虫 博士。ttF電 家も顔負けの

研究心、被写体を追 う活力は驚異であり、今シーズンも話題を提供 して下さい。

鈴木 末一 氏。元 校長さん。奈良 高野連の重鎮。野球の指導で足が少 しご不自由

の様だが、当地の元 地主さんのご子息で教えを乞う事も多 く、活動の標 (シ ルベ)

の製作に骨を折 って頂き、また一人 自然の匠が増えた喜びを感 じております。

とにもかくにも素晴 らしい仲間が日に日に増えて、侍たちの志 (さ むらいの下に心

と書 く)が ある限り、この楽国が老化する事は無いと信 じております。

次回 :ま お局さんをご紹介致 します。
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ウグイス餞の色 メジ轟 小 田 久美子

昔から、『梅にウグイス ホーホケキョ』

と云われますが、梅に来るのはメジロだ

ということはご存知ですね。梅や椿など

の花の賓を吸い易いように舌の先が筆状

になっています。甘いものが大好きなメ

ジロまま、学名が 「J apanese White eve:

淡い緑色の小さな身体に白いアイ リング、

チーチーと鳴き声も可愛い小鳥です. 江戸

時代から)鳴 き合オ1)せ を競って今も密猟さ

る鳥です.「 長兵ェ チュウベェ 長チュウ

ベェ」を高音で早暉言葉のように云うと

⌒

雰酪気が出ますc伸良く並んで枝に止まっている様子から「めじろ押し」とい う言葉が出

来ました。 話が逸れますが目白は東京の地名にもあります。同じく地名に澤黒もありま

すが鳥にも小笠原特産の「メグロ」がいます。3月 には勝田さんがメグロに会いに行かれま

したが、女B何でしたか? 乞 う続編。

′
/
/
/

北へ帰る鳥見送って坐禅草

早春の沼に咲くザゼンソウ、

北帰行に飛び立つ冬鳥の姿と

季節の変化を感 じた一日でした。

なぜ待たむ山は虚ろに鳥帰る

2月 例会。お日当てのオオフシは二日前に北帰行c

コハクチョウも旅支度か。無心に畑地を啄む。

琵琶湖を一周し、水食の姿に堪能する。

おわ

浄土かな如来も在す坐禅草

薄暗き湿地に花芯が一隅を照らす如し。

大きなものは如来、小さいものは菩薩だろうか。

茶褐色の花芭が浄土の雰囲気を醸す。

古川祐司

秀夫

秀夫

3/28)ハ シボソガラス卵を抱いているようです。

ジョウビタキ♂の水浴びを初めて見ま した。

(勝 田)
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☆:斑鳩より]3/19ツ バメの初認。(昨年は

スズメが枯草を忙 しそうに運んでいます。

桜も咲き始め、春ですねc
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